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二
〇
〇
八
年
の
「
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
」、
二
〇
〇
九
年
以
降
の
百
数
十

名
に
及
ぶ
チ
ベ
ッ
ト
人
に
よ
る
焼
身
抗
議
。
こ
れ
ら
は
日
本
国
内
の
メ

デ
ィ
ア
で
も
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
、「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」
の
深
刻
さ
が

改
め
て
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
こ
で「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」は
、

信
教
の
自
由
や
民
族
自
治
を
制
限
す
る
中
国
共
産
党
と
そ
れ
に
抵
抗
す

る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
中
心
と
し
た
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
、
あ
る
い
は
無

神
論
者
で
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
漢
族
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
信
仰
す
る
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
チ
ベ
ッ
ト
人
と
の
対
立
関
係
に
端
を
発
す
る
も
の
と
紹
介

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
序
章
に
お
い
て
「
筆
者
が
本
書
で
最

も
訴
え
た
い
こ
と
は
、東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
宗
教
信
仰
の
現
場
に
は
、

両
者
（
中
国
共
産
党
と
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
）
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
相
容

れ
な
い
状
況
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」（
四
頁
、
丸
括
弧
内
は
評

者
）
と
宣
言
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、「
チ
ベ
ッ

も
う
ひ
と
つ
の
チ
ベ
ッ
ト
と

そ
こ
か
ら
見
た
「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」
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ト
問
題
」
が
こ
う
し
た
単
純
な
二
分
法
的
図
式
に
還
元
し
え
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
は
、
現
地
で
収
集
し
た
内
部
資
料

を
含
む
文
献
調
査
、
お
よ
び
外
国
人
に
よ
る
実
施
が
困
難
な
聞
き
取
り

や
参
与
観
察
を
中
心
と
し
た
現
地
調
査
に
基
づ
き
、「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」

を
立
体
的
に
描
き
出
す
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
そ
の
際
、
焦
点
を
当
て
ら
れ
る
の
が
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に

も
あ
る
「
東
チ
ベ
ッ
ト
」
で
あ
る
。

　

東
チ
ベ
ッ
ト
は
一
義
的
に
ラ
サ
を
中
心
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
高
原
東
部

に
位
置
す
る
四
川
省
・
青
海
省
・
甘
粛
省
・
雲
南
省
に
跨
る
地
域
を
指
す
。

し
か
し
、
こ
こ
に
は
地
理
的
空
間
以
上
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
本
書
に
お
い
て
「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」
を
上
記
の
対
立
的
図
式
に
還

元
せ
ず
に
対
象
化
す
る
上
で
の
鍵
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
で
描
き
出
さ

れ
る
東
チ
ベ
ッ
ト
は
、
ま
ず
チ
ベ
ッ
ト
亡
命
政
府
と
中
国
共
産
党
の
間

川
田
進
著

東
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
空
間

中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
と
社
会
変
容
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と
い
う
政
治
的
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、「
組
織
力
が
弱

く
、
中
国
共
産
党
へ
の
抵
抗
の
姿
勢
を
示
さ
な
い
」（
二
一
八
頁
）
ニ
ン

マ
派
が
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四

世
が
所
属
す
る
戒
律
重
視
の
ゲ
ル
ク
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
中
国
共
産

党
を
架
橋
す
る
宗
教
的
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
さ

ら
に
、
ニ
ン
マ
派
を
中
心
と
し
た
宗
教
組
織
が
漢
人
教
徒
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
人
と
漢
人
と
の
間

の
民
族
的
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。「
チ
ベ
ッ
ト

問
題
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
上
で
、
こ
の
よ
う
に
多
義
的
な
位
置
づ
け

に
あ
る
東
チ
ベ
ッ
ト
に
焦
点
を
当
て
た
の
は
筆
者
の
慧
眼
で
あ
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
全
体
の
問
題
関
心
お
よ
び
調
査
方
法
な
ど
を
提
示
し
た
序

章
、
第
一
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
本
論
部
分
、
全
体
を
総
括
し
た
終
章

か
ら
成
る
。
以
下
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
要
約
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
上
述
の
問
題
関
心
を
踏
ま
え
、「
多
く
の
漢
人
信
徒
を

獲
得
し
多
層
化
し
始
め
た
東
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
空
間
を
、
中
国
共
産
党

の
宗
教
政
策
と
い
う
視
点
か
ら
読
み
解
き
そ
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
が
本
書
の
目
的
」（
四
頁
）
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
目
的

に
則
り
、
第
一
章
「
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
」
で
は
、
本
書
全
体
を

つ
ら
ぬ
く
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
本
章
で

は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
曖
昧
に
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
中
国
共
産
党
の

宗
教
政
策
と
中
国
政
府
の
宗
教
管
理
を
明
確
に
区
別
し
た
上
で
、
各
指

導
者
の
下
で
の
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
政
策
の
変

遷
が
提
示
さ
れ
る
。

　

第
二
章
か
ら
第
四
章
に
か
け
て
は
中
国
共
産
党
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

必
ず
し
も
対
立
的
で
は
な
い
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。第
二
章「﹁
愛

国
活
仏
﹂
ゲ
ダ
五
世
の
虚
実
と
軍
の
宗
教
政
策
」
で
は
、
ゲ
ル
ク
派
の

化
身
ラ
マ
・
ゲ
ダ
五
世
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
彼
は
長
征
時
期
に
紅

軍
へ
の
支
援
活
動
を
行
い
、
中
国
共
産
党
の
チ
ベ
ッ
ト
解
放
政
策
に
お

い
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
一
四
世
を
説
得
す
る
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
の
変
遷
の
な
か
で
、
ゲ
ダ
五
世

の
「
愛
国
的
宗
教
指
導
者
像
」（
一
二
八
頁
）
が
い
か
に
作
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
三
章
「
民
主
改
革
・
文
化
大
革

命
時
期
の
デ
ル
ゲ
印
経
院
」
で
は
、チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
の
聖
地
で
あ
り
、

経
典
な
ど
の
刻
板
と
印
刷
を
行
う
と
共
に
、
各
種
刻
木
を
保
管
す
る
デ

ル
ゲ
印
経
院
が
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
中
国
共
産

党
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
政
策
を
有
利
に
進
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
人
幹
部
た
ち
の
奔
走
に
よ
り
、
デ
ル
ゲ
印
経

院
が
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
の
政
治
的
動
乱
に
よ
る
致
命
的
な
被
害

を
回
避
し
え
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
続
く
第
四
章
「
文
化
大
革

命
後
の
デ
ル
ゲ
印
経
院
と
統
一
戦
線
活
動
」
で
は
、
文
化
大
革
命
終
結

後
の
デ
ル
ゲ
印
経
院
の
活
動
再
開
が
鄧
小
平
時
期
の
チ
ベ
ッ
ト
政
策
と
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の
関
連
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、「
印
経

院
の
復
活
は
地
元
の
自
助
努
力
や
文
化
政
策
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

亡
命
政
府
に
対
す
る
政
治
と
宗
教
政
策
の
宣
伝
活
動
、
つ
ま
り
愛
国
的

統
一
戦
線
活
動
が
も
た
ら
し
た
」（
一
八
九
―
一
九
〇
頁
）
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
東
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
は
中
国
共
産

党
に
よ
っ
て
政
治
的
に
利
用
さ
れ
な
が
ら
も
、
体
制
に
取
り
込
ま
れ
る

こ
と
で
徹
底
的
な
破
壊
を
免
れ
え
た
と
い
え
る
。

　

第
五
章
と
第
六
章
で
は
、
二
つ
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
宗
教
組
織
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
寺
院
の
活
動
・
運

営
に
対
し
て
抑
圧
的
な
中
国
共
産
党
の
宗
教
政
策
が
宗
教
組
織
を
活
発

化
さ
せ
る
と
い
う
逆
説
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
改
革
開
放
以
降
、
青
年

僧
の
イ
ン
ド
流
出
を
背
景
に
、四
川
省
甘
孜
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
で
は
、

当
局
の
認
可
を
受
け
て
相
次
い
で
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
教
育
機
関
が
開
設

さ
れ
た
。
第
五
章
「
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
粛
正
事
件
」
で
は
、
そ
の
一

つ
で
あ
る
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
本
章
で
は
、
当

該
仏
学
院
が
強
い
影
響
力
を
持
つ
ニ
ン
マ
派
の
高
僧
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
そ
の
指
導
下
で
一
万
人
を
超
す
出
家
者
と
信
徒
を
擁
す
る
巨
大
な

宗
教
組
織
へ
と
発
展
し
、
中
国
当
局
に
よ
る
弾
圧
を
受
け
る
に
至
る
プ

ロ
セ
ス
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
当
局
が
寺
院
に
そ
の

経
済
力
に
応
じ
た
定
員
を
課
し
た
こ
と
が
、
当
該
仏
学
院
の
発
展
の
一

因
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
運
営
資
金
に
乏
し
い
小
規
模
寺
院
で
は
限

ら
れ
た
数
の
僧
尼
し
か
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
所
属
先
を
確
保
で
き
な
い

僧
尼
が
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
に
集
ま
っ
た
の
で
あ
る
。当
該
仏
学
院
は
、

定
員
が
課
せ
ら
れ
る
寺
院
で
は
な
く
、
宗
教
教
育
機
関
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
六
章
「
ヤ
チ
ェ
ン
修
行

地
の
支
配
構
造
と
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ヤ
チ
ェ
ン
修
行

地
も
同
様
の
背
景
か
ら
一
万
人
を
超
え
る
と
さ
れ
る
僧
尼
を
集
め
る
に

至
っ
た
。
ヤ
チ
ェ
ン
修
行
地
も
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
と
同
様
に
寺
院
で

は
な
く
、
定
員
制
が
課
せ
ら
れ
な
い
修
行
地
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
僧

尼
の
受
け
入
れ
が
可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
宗
教
組
織
は
共
に
ニ
ン
マ
派
の
宗
教
指
導
者
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
た
め
、ニ
ン
マ
派
を
そ
の
教
義
の
中
心
と
す
る
。
し
か
し
、

一
六
世
紀
以
降
、
東
チ
ベ
ッ
ト
に
広
く
伝
播
し
た
超
宗
派
的
な
交
流
を

志
向
す
る
リ
メ
運
動
の
流
れ
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
宗
教
組
織
で
は
宗
派

に
囚
わ
れ
ず
、
比
較
的
自
由
な
学
問
と
修
行
が
行
わ
れ
て
き
た
と
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
宗
教
組
織
に
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
各
宗
派
の

僧
尼
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
開
放
性
は
宗
派

横
断
的
な
交
流
だ
け
で
な
く
、
民
族
横
断
的
な
交
流
を
も
可
能
に
し
て

き
た
。
多
く
の
漢
人
信
徒
が
こ
れ
ら
の
宗
教
組
織
に
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
七
章「
漢
人
・
華
人
信
徒
の
信
仰
と
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
」
が
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
こ
う
し
た
漢
人
信
徒
の
宗
教
意

識
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
漢
人
信
徒
が
教
義
解
釈
を
学
ぶ
グ
ル
ー
プ
と
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瞑
想
や
坐
禅
を
通
し
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
探
求
す
る
グ
ル
ー
プ

か
ら
成
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
五
章
と
第
六
章
と
同
様
、
特

筆
す
べ
き
は
、
当
局
は
漢
人
信
徒
の
増
加
を
警
戒
し
、
引
き
締
め
政
策

を
実
施
す
る
一
方
で
、
漢
人
信
徒
の
増
加
の
一
因
が
中
国
共
産
党
の
宗

教
政
策
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鄧
小
平
お
よ
び
江
沢
民
時
期
の

宗
教
政
策
に
お
い
て
、宗
教
組
織
の
経
済
的
自
立
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

結
果
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
高
僧
が
漢
人
信
徒
か
ら
の
布
施
獲
得
を
目
的

に
漢
人
居
住
地
区
で
の
弘
法
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
そ
れ
が
漢
人
信
徒

の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

続
く
第
八
章
「
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
の
震
災
救
援
と
宗
教
の
公
益
活

動
」
で
は
、
和
諧
社
会
を
目
指
す
胡
錦
濤
政
権
下
の
宗
教
政
策
が
、
当

局
が
警
戒
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
と
漢
人
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

を
可
能
に
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。「
胡

錦
濤
時
期
の
宗
教
政
策
の
特
徴
は
、
宗
教
を
鳥
籠
の
中
に
閉
じ
込
め
管

理
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
国
民
が
格
差
に
悩
み
不
安
を
抱
え
る

現
在
の
社
会
に
宗
教
組
織
が
関
わ
る
こ
と
で
利
他
の
精
神
を
発
揮
さ
せ

た
こ
と
」（
三
二
五
―
三
二
六
頁
）
だ
と
さ
れ
、
宗
教
組
織
に
よ
る
社
会

貢
献
が
促
進
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
政
策
の
変
化
を
背
景
に
、
二
〇
一
〇

年
四
月
の
青
海
省
玉
樹
チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
に
お
け
る
震
災
の
際
、
ラ

ル
ン
五
明
仏
学
院
が
組
織
し
た
救
援
隊
の
活
動
は
、
当
局
に
積
極
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
言
語
の
相
違
な
ど
で
仏

学
院
内
で
は
親
密
な
交
流
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
人
と
漢

人
と
の
間
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一

時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
そ
こ
に
中
国
に
お
け
る

宗
教
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
可
能
性
を
み
て
い
る
。

　

第
九
章
「﹁
二
〇
〇
八
年
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
﹂
の
構
造
と
東
チ
ベ
ッ
ト
の

動
向
」
で
は
、
冒
頭
で
言
及
し
た
二
〇
〇
八
年
の「
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
」と

そ
の
後
の
焼
身
抗
議
が
東
チ
ベ
ッ
ト
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
。
先
行

研
究
に
お
い
て
、「
二
〇
〇
八
年
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
」
は
ラ
サ
で
発
生
し
、

周
縁
部
に
波
及
し
た
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に

対
し
て
本
章
で
筆
者
は
、「
二
〇
〇
八
年
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
」
が
、一
九
五

九
年
「
チ
ベ
ッ
ト
民
族
蜂
起
」
四
九
周
年
を
契
機
と
す
る
「
二
〇
〇
八
年

ラ
サ
騒
乱
」
と
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
二
月
二
一
日
に
青
海
省
で
発
生
し

た
僧
侶
や
民
衆
と
公
安
当
局
と
の
衝
突
事
件
に
端
を
発
す
る
「
二
〇
〇

八
年
東
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
」
と
い
う
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
な
る
と
論
じ

る
。
そ
の
う
え
で
、
東
チ
ベ
ッ
ト
に
特
に
集
中
し
て
い
る
二
〇
〇
九
年
以

降
の
焼
身
抗
議
が
後
者
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
論
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
抗
議
活
動
に
伴
い
、
公
安
や
武
装
警
察
に
よ
る
宗
教

組
織
へ
の
管
理
が
強
化
さ
れ
、
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
人
社
会
の
閉
塞
感
を

一
層
深
め
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
ラ
ル
ン
五
明
仏
学
院
や
ヤ
チ
ェ
ン

修
行
地
で
は
焼
身
抗
議
が
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
ニ
ン
マ
派
高
僧
に
よ
る

弘
法
活
動
が
政
府
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
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本
書
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
宗
教
組
織
が
超
党
派
的

な
特
徴
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
管
理
統
制
が
強
化
さ
れ
た
ゲ
ル
ク
派
を
含

め
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
が
「
共
産
党
の
宗
教
政
策
の
隙
間
を
衝
い
て
発
展
」

（
二
七
五
頁
）
し
う
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
東
チ
ベ
ッ
ト
に
焦
点
を
当
て
、
中
国
共
産

党
の
宗
教
政
策
と
の
関
連
か
ら
「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」
を
通
時
的
、
共
時

的
に
分
析
し
た
好
著
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
中
国
共
産
党
の
宗
教

政
策
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
発
展
の
共
犯
的
な
関
係
や
中
国
当
局
に
よ
る

管
理
統
制
の
強
化
が
逆
説
的
に
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
発
展
を
促
す
プ
ロ
セ

ス
な
ど
、
本
書
は
示
唆
的
な
考
察
に
溢
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本

書
は
序
章
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
「
地
域
の
固
有
性
の
み
を
強
調
し
た

東
チ
ベ
ッ
ト
地
域
研
究
で
は
な
く
（
中
略
）
中
国
地
域
研
究
」（
三
頁
）

で
あ
り
、
中
国
に
お
け
る
他
の
少
数
民
族
や
宗
教
に
関
す
る
研
究
に
対

し
て
も
有
用
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
示
唆
に
富
む
考
察
だ
け
に
、「
中
国
地
域
研
究
」
に
留
ま

ら
ず
、
従
来
の
社
会
学
や
人
類
学
に
お
け
る
国
家
／
社
会
関
係
、
抵
抗

論
、
権
力
論
な
ど
の
理
論
的
枠
組
み
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
書
に
お
け
る
重
要
な
研

究
対
象
の
一
つ
で
あ
る
漢
人
信
徒
に
つ
い
て
は
多
声
的
に
そ
の
宗
教
的

な
あ
り
方
が
描
き
出
さ
れ
る
一
方
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
仏
教
徒
の
宗
教
的

な
あ
り
方
に
関
し
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
筆
者
が
二
〇
年
以
上
に
渡
る
困
難
な
調
査
の

成
果
を
踏
ま
え
、
東
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
「
チ
ベ
ッ
ト
問
題
」
を
捉
え
直
し

た
こ
と
に
は
、
上
述
し
た
学
問
的
な
意
義
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
「
チ

ベ
ッ
ト
問
題
」
を
考
え
る
う
え
で
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。

（
な
ら
・
ま
さ
し　

北
海
道
大
学
）


